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開
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ま
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。

沖縄県は

を推進します！
エスディージーズ

沖縄らしいSDGsを
推進してい

くための基本理念
や優先課題

（①～⑫）などに対
応した具体的

なアクション、モニ
タリングの

指標などをまとめた
ものです。

←全文を
読めます

「 おきなわS
DGs

「 おきなわS
DGs

アクションプ
ラン」

アクションプ
ラン」とはとは

玉城知事は、奥武山公園で開催された「おきなわ花
と食のフェスティバル2025」の開会式に出席し、会
場を視察しました。
知事は、「このフェスティバルは、冬の沖縄を代表

するイベントとして広く定着し、今や沖縄の農林水産
業の振興に欠かせない重要な行事の１つとなっていま
す」とあいさつしました。
会場では、生産者が丹精込めて育てた農林水産物の

展示即売や加工品の
コンテストなどが行
われ、２日間で延べ
11万３千人が来場
し、多くの家族連れ
でにぎわいました。

池田副知事は、米
国ハワイ州で開催さ
れた「ハワイ沖縄移
民125周年記念式典」
に出席しました。記
念式典は、1900年１
月８日、26人のウチナーンチュが初めてホノルルに
到着した日から125年となることを祝し、ハワイ沖縄
連合会会員によるスピーチや「沖縄移民の父」當山久
三に関する講演などが行われ、最後は参加者全員のカ
チャーシーで締めくくりました。副知事は、沖縄戦や
首里城火災の際のハワイからの支援に対して感謝を伝
え、125周年を契機に次世代の育成やハワイにおける
県系人のさらなる活躍に期待すると述べました。

県は、東京都新宿区で「沖縄のこころ」平和啓発シ
ンポジウムを開催しました。
シンポジウムでは、歌手の宮沢和史氏が「島唄」制
作のきっかけとなった元ひめゆり学徒隊との出会いや、
歌詞に込めた平和への思いについての基調講演を行い
ました。またパネルディスカッションでは、玉城知事
のほか、世界の平和構築に向けてさまざまな分野で活
躍する方々が登壇し、沖縄戦の教訓をどのように次世
代に継承し、世界平和に貢献するか議論しました。

池田副知事は、農林水産省と外務省を訪れ、「日台漁
業取決め及び日中漁業協定の見直し等」を要請しました。
本県漁業者が台湾漁船とのトラブルに不安を抱えな

がら操業していること、特に八重山北方三角水域にお
いて台湾側の漁具が日本側水域へ多数流出しているこ
となどを説明し、本県漁業者の安全と権益の確保や水
産資源の適切な管理のため、同取決めと同協定の見直
しを求めました。

１月
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１月

8

１月

19

12月

25 ハワイ沖縄移民125周年記念式典日台漁業取決め及び日中漁業協定の
見直し等を求める要請

おきなわ花と食のフェスティバル
2025

「沖縄のこころ」平和啓発シンポジウム
を開催

02  沖縄県はSDGsを推進します！
「SDGs全国フォーラム2024沖縄」を開催しました。

03 県政フラッシュ
04  特集：ひとりで抱え込まず、まずはご相談ください 
 生活困窮者自立支援制度

06  沖縄産業クロニクル［銀行編］
08  県職員の人材確保 技術系職種の紹介②（農業土木編）
09  県の動き１ おきなわ津梁ネットワークに参加しよう！
県の動き２ みんなで広げる学びの輪！「まなびネットおきなわ」

10 てくてく わがまちさんぽ［伊平屋村］
11 県の動き３ クリーンエネルギーを導入しよう
12 情報ひろば
14  県の動き４

「沖縄県動物の愛護及び管理に関する条例」が令和６年12月に制定されました
15 読者プレゼント・広報課から３月のお知らせ・読者の声

vol .594
ちゅらしま おきなわ

大きく葉を広げるヒカゲヘゴなどの
さまざまな樹木は、清らかな水を
生み、貴重な生き物の生息環境を
守るなど、豊かな森を育んでいます。

「東村　シダの森」

沖縄の人口・世帯の動き
 2025年１月１日現在

146万8,000人
※前月比244人増加

65万3,466世帯
※前月比550世帯増加

総人口

世帯数

2025
MARCH3

「島唄」を披露する宮沢和史氏シンポジウムの様子

県からの要請に係る手交の様子
（左：山本農林水産大臣政務官、右：生稲外務大臣政務官）
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1
2025

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。
［美ら島沖縄の設置場所］
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布して
います。また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する
施設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていますので、
関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、全世帯向けの
戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

今月の表紙

美ら島沖縄 

沖縄県庁広報課
公式LINE
@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式Ｘ（旧Twitter）
@okinawa_pref
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集

貸与奨学生（高校・大学等）貸与奨学生（高校・大学等）
令和７年度募集要項はこちらから▶▶▶

第　　　校 　　月  　　　日 制作 校正C第　　　校 　　月  　　　日 制作 校正C

2美 ら 島 沖 縄 2025.3
募
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貸与奨学生（高校・大学等）貸与奨学生（高校・大学等）
令和７年度募集要項はこちらから▶▶▶
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となどを説明し、本県漁業者の安全と権益の確保や水
産資源の適切な管理のため、同取決めと同協定の見直
しを求めました。
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25 ハワイ沖縄移民125周年記念式典日台漁業取決め及び日中漁業協定の
見直し等を求める要請

おきなわ花と食のフェスティバル
2025

「沖縄のこころ」平和啓発シンポジウム
を開催

02  沖縄県はSDGsを推進します！
「SDGs全国フォーラム2024沖縄」を開催しました。

03 県政フラッシュ
04  特集：ひとりで抱え込まず、まずはご相談ください 
 生活困窮者自立支援制度

06  沖縄産業クロニクル［銀行編］
08  県職員の人材確保 技術系職種の紹介②（農業土木編）
09  県の動き１ おきなわ津梁ネットワークに参加しよう！
県の動き２ みんなで広げる学びの輪！「まなびネットおきなわ」

10 てくてく わがまちさんぽ［伊平屋村］
11 県の動き３ クリーンエネルギーを導入しよう
12 情報ひろば
14  県の動き４

「沖縄県動物の愛護及び管理に関する条例」が令和６年12月に制定されました
15 読者プレゼント・広報課から３月のお知らせ・読者の声

vol .594
ちゅらしま おきなわ

大きく葉を広げるヒカゲヘゴなどの
さまざまな樹木は、清らかな水を
生み、貴重な生き物の生息環境を
守るなど、豊かな森を育んでいます。

「東村　シダの森」

沖縄の人口・世帯の動き
 2025年１月１日現在

146万8,000人
※前月比244人増加

65万3,466世帯
※前月比550世帯増加

総人口

世帯数

2025
MARCH3

「島唄」を披露する宮沢和史氏シンポジウムの様子

県からの要請に係る手交の様子
（左：山本農林水産大臣政務官、右：生稲外務大臣政務官）
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本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。
［美ら島沖縄の設置場所］
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布して
います。また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する
施設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていますので、
関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、全世帯向けの
戸別配布は致しかねます。ご了承ください。
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ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

と
は

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
は
、
生

活
や
就
労
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご

と
に
つ
い
て
、
自
立
相
談
支
援
機
関
が
窓

口
と
な
り
、
相
談
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

窓
口
で
は
一
人
一
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
支
援
員
が
相
談

者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
自
立
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
関
係
機
関
と
連

携
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
相
談
窓
口
〉

生
活
や
就
労
に
関
す
る
困
り
ご
と
は
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
を
管
轄
す
る
自
立
相

談
支
援
機
関
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
の
流
れ 

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
例

※ 

支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
で
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
相
談
窓
口

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
〉

離
職
、
廃
業
や
休
業
な
ど

に
よ
り
経
済
的
に
困
窮
し
、

住
居
を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る

方
に
対
し
、
求
職
活
動
な
ど

を
条
件
に
、
一
定
期
間
、
家

賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
か
ら
、収
入
が
大
幅
に
減
少

し
、
生
活
を
改
善
す
る
た
め
に
引
越
し
が

必
要
な
方
に
対
し
て
、
特
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
に
は
、
引
越
し
先
へ
の
荷
物
の

運
搬
費
用
と
初
期
費
用
（
礼
金
、
不
動
産

仲
介
手
数
料
、
保
証
料
、
保
険
料
）
を
支

給
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

※
審
査
お
よ
び
決
定
は
福
祉
事
務
所
が
行
い
ま
す
。

※ 

支
給
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。

〈
家
計
改
善
支
援
〉

家
計
の
や
り
く
り
が
う
ま
く
い
か
な
い

特集

方
の
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
や
家
計
の
状
況
を

整
理
し
、
家
計
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

で
、
自
ら
家
計
管
理
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
貸
し
付

け
や
各
種
給
付
金
制
度
な
ど
の
利
用
に
向

け
た
支
援
や
、
家
賃
、
税
金
、
公
共
料
金

な
ど
の
滞
納
整
理
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

〈
一
時
生
活
支
援
〉

住
居
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
方

や
不
安
定
な
居
住
形
態
に
あ
る

方
に
対
し
、
一
定
期
間
、
衣
食
住
な
ど
の

日
常
生
活
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
就
労
支
援
・
就
労
準
備
支
援
〉

就
労
に
関
す
る
助
言
や
個
別
の
求
人
開

拓
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
就

労
に
対
し
て
不
安
を
抱
い
て
い
る
方
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
す
ぐ
に
働

く
こ
と
が
難
し
い
方
に
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
就
労
体
験
の
機
会

を
提
供
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
認
定
就
労
訓
練
〉

就
労
に
不
安
の
あ
る
方
へ
、
お
仕
事
を

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
就
労
訓
練
（
い
わ

ゆ
る
「
中
間
的
就
労
」）の
機
会
を
提
供
し
、

自
立
に
向
け
て
生
活
面
や
健
康
面
で
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

〈
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
〉

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
や
保
護
者
を

対
象
に
、
学
習
支
援
を
は
じ
め
、
日
常
的

な
生
活
習
慣
づ
く
り
や
進
路
決
定
に
関
す

る
相
談
や
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

1
相
談

4
支
援

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携

し
て
、
困
り
ご
と
の
解
決

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

2
利
用
の
申
し
込
み

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

の
利
用
を
申
し
込
み
ま
す
。

3
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成

支
援
員
が
自
立
に
向
け

た
支
援
を
一
緒
に
考
え
、

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し

ま
す
。

ご
本
人
や
ご
家
族
な
ど

が
来
所
ま
た
は
お
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

何
ら
か
の
理
由
で
窓
口

に
お
越
し
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

支
援
員
が
ご
自
宅
に
訪
問
し
ま
す
。

！ 

制
度
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

１
． 

秘
密
厳
守
で
、
個
人
情
報
（
ご
相

談
の
内
容
や
、
ご
本
人
、
ご
家

族
の
秘
密
）
は
守
り
ま
す
。

２
． 

生
活
保
護
受
給
中
の
方
は
本
制

度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

３
． 

お
金
の
貸
し
付
け
や
給
付
を
目
的

と
し
た
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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問い合わせ  　保護・援護課　電話：098-866-2428　FAX： 098-866-2758

AケースBケースCケースDケースEケース

プランの作成・支援・他機関との連携プランの作成・支援・他機関との連携

住
ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト
が
建
て
替
え
の
た
め
退
去
と
な
り
、

行
く
当
て
が
無
く
、
手
持
ち
の
お
金
が
尽
き
た
と
の
相
談
。

病
気
治
療
を
理
由
に
失
職
。
治
療
と
就
労
を
両
立
さ
せ
た
い
が
、

自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
く
求
職
活
動
が

難
航
し
て
い
る
と
の
相
談
。

失
業
に
よ
り
収
入
減
少
。
家
賃
の
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た
た

め
相
談
。

課
題
を
抱
え
る
世
帯
の
支
援
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、
そ
の

本
人
自
ら
は
相
談
に
行
く
こ
と
が
難
し
い
と
、
本
人
の
家
族
等

か
ら
自
立
相
談
支
援
機
関
へ
相
談
。

就
労
に
よ
る
収
入
は
あ
る
が
、
給
料
日
前
に
な
る
と
生
活
が
厳

し
い
生
活
費
が
足
り
な
い
と
の
相
談
。

一
時
生
活
支
援
を
利
用
し
衣
食
住
の
不
安
を
解
消
。
利
用
中
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
労
支
援
を
実
施
。
寮
付
き
の
会
社
へ
の

就
職
が
決
ま
っ
た
。

個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
利
用
し
て
体
力
の
回
復

を
図
り
、
集
団
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
就
労
体
験
を
行
う
こ
と
で
自
分
に

合
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
て
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

相
談
支
援
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
住
居
確
保
給
付
金
を
利
用
し

て
家
賃
負
担
を
軽
減
。
そ
の
後
も
就
労
支
援
員
の
協
力
を
得
な
が
ら

就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

相
談
の
あ
っ
た
家
族
な
ど
と
の
面
談
を
行
い
、
そ
の
家
族
を
含
め
た

世
帯
全
員
に
必
要
な
支
援
を
提
案
。
本
人
が
支
援
に
同
意
し
た
場
合

は
、
支
援
員
が
自
宅
へ
訪
問
す
る
な
ど
し
て
支
援
を
提
供
し
た
。

家
計
の
状
況
を「
見
え
る
化
」し
、収
支
の
バ
ラ
ン
ス
や
借
金
の
状
況

を
整
理
す
る
こ
と
で
、
相
談
者
自
ら
家
計
の
問
題
に
気
づ
き
生
活
が

安
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
時
生
活
支
援

自
立
相
談
支
援
・

就
労
準
備

(

他
機
関
と
の
連
携
）

住
居
確
保
給
付
金

の
支
給

自
立
相
談
支
援

家
計
改
善
支
援

(

ま
た
は
自
立
相
談
支
援
）

県ホームページ
（生活保護制度）

沖縄県内の自立相談支援機関
相談窓口一覧
自治体名 窓口名 電話番号

沖 縄 県
（町村管轄）

沖縄県 
就職・生活支援
パーソナル
サポートセンター

北 部 0980-43-0240

中 部 098-923-0881

南部支所 098-917-5407

南 部 098-851-7105

久米島町 098-851-8335

那 覇 市 那覇市 就職・生活支援
パーソナルサポートセンター 098-917-5348

宜野湾市 宜野湾市 福祉総務課 
生活支援係 098-893-4480

石 垣 市 石垣市 福祉部 福祉総務課
総務係 0980-87-6025

浦 添 市 浦添市 自立サポートセンター・
てだこ未来 098-875-5065

名 護 市 名護市 くらしと仕事の
応援センター　さぽんちゅ

0980-53-1212
(内線244)

糸 満 市 糸満市 くらしのサポート
センター　きづき 098-840-8182

沖 縄 市 沖縄市 就職・生活支援
パーソナルサポートセンター 098-923-3624

豊見城市 豊見城市 就職・生活支援
パーソナルサポートセンター 098-850-1067

うるま市 うるま市 就職・生活支援
パーソナルサポートセンター 098-989-3972

宮古島市 宮古島市 生活福祉課
地域福祉係 0980-73-1981

南 城 市 南城市　就職・生活支援
パーソナルサポートセンター 098-917-5334

令和６年4月1日現在

支援を利用して生活を立て
直したケース（支援イメージ）

※ 上記は支援のイメージです。生活や仕事のことで問題を抱えている方はど
なたでもご相談ください。本制度に限らず他制度も活用を含め、解決方法
を一緒に考えます。

関
連
す
る
制
度

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

生
活
保
護
は
、
最
低
生
活
の
保
障
と
自

立
の
助
長
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

そ
の
困
窮
の
程
度
に
応
じ
、
必
要
な
保
護

を
行
う
制
度
で
あ
り
、
申
請
は
国
民
の
権

利
で
す
。

生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど

な
た
に
で
も
あ
り
ま
す
。
た
め
ら
わ
ず
に

お
住
ま
い
の
地
域
の
福
祉
事
務
所
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

と
は

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
は
、
生

活
や
就
労
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご

と
に
つ
い
て
、
自
立
相
談
支
援
機
関
が
窓

口
と
な
り
、
相
談
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。

窓
口
で
は
一
人
一
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
支
援
員
が
相
談

者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
自
立
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
関
係
機
関
と
連

携
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
相
談
窓
口
〉

生
活
や
就
労
に
関
す
る
困
り
ご
と
は
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
を
管
轄
す
る
自
立
相

談
支
援
機
関
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
の
流
れ 

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
例

※ 

支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
で
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
相
談
窓
口

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
〉

離
職
、
廃
業
や
休
業
な
ど

に
よ
り
経
済
的
に
困
窮
し
、

住
居
を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る

方
に
対
し
、
求
職
活
動
な
ど

を
条
件
に
、
一
定
期
間
、
家

賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
か
ら
、収
入
が
大
幅
に
減
少

し
、
生
活
を
改
善
す
る
た
め
に
引
越
し
が

必
要
な
方
に
対
し
て
、
特
定
の
条
件
を
満

た
す
場
合
に
は
、
引
越
し
先
へ
の
荷
物
の

運
搬
費
用
と
初
期
費
用
（
礼
金
、
不
動
産

仲
介
手
数
料
、
保
証
料
、
保
険
料
）
を
支

給
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

※
審
査
お
よ
び
決
定
は
福
祉
事
務
所
が
行
い
ま
す
。

※ 

支
給
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。

〈
家
計
改
善
支
援
〉

家
計
の
や
り
く
り
が
う
ま
く
い
か
な
い

特集

方
の
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
や
家
計
の
状
況
を

整
理
し
、
家
計
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

で
、
自
ら
家
計
管
理
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
貸
し
付

け
や
各
種
給
付
金
制
度
な
ど
の
利
用
に
向

け
た
支
援
や
、
家
賃
、
税
金
、
公
共
料
金

な
ど
の
滞
納
整
理
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

〈
一
時
生
活
支
援
〉

住
居
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
方

や
不
安
定
な
居
住
形
態
に
あ
る

方
に
対
し
、
一
定
期
間
、
衣
食
住
な
ど
の

日
常
生
活
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
就
労
支
援
・
就
労
準
備
支
援
〉

就
労
に
関
す
る
助
言
や
個
別
の
求
人
開

拓
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
就

労
に
対
し
て
不
安
を
抱
い
て
い
る
方
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
す
ぐ
に
働

く
こ
と
が
難
し
い
方
に
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
就
労
体
験
の
機
会

を
提
供
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
認
定
就
労
訓
練
〉

就
労
に
不
安
の
あ
る
方
へ
、
お
仕
事
を

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
就
労
訓
練
（
い
わ

ゆ
る
「
中
間
的
就
労
」）の
機
会
を
提
供
し
、

自
立
に
向
け
て
生
活
面
や
健
康
面
で
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

〈
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
〉

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
や
保
護
者
を

対
象
に
、
学
習
支
援
を
は
じ
め
、
日
常
的

な
生
活
習
慣
づ
く
り
や
進
路
決
定
に
関
す

る
相
談
や
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

1
相
談

4
支
援

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携

し
て
、
困
り
ご
と
の
解
決

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

2
利
用
の
申
し
込
み

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

の
利
用
を
申
し
込
み
ま
す
。

3
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成

支
援
員
が
自
立
に
向
け

た
支
援
を
一
緒
に
考
え
、

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し

ま
す
。

ご
本
人
や
ご
家
族
な
ど

が
来
所
ま
た
は
お
電
話

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

何
ら
か
の
理
由
で
窓
口

に
お
越
し
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

支
援
員
が
ご
自
宅
に
訪
問
し
ま
す
。

！ 

制
度
の
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

１
． 

秘
密
厳
守
で
、
個
人
情
報
（
ご
相

談
の
内
容
や
、
ご
本
人
、
ご
家

族
の
秘
密
）
は
守
り
ま
す
。

２
． 

生
活
保
護
受
給
中
の
方
は
本
制

度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

３
． 

お
金
の
貸
し
付
け
や
給
付
を
目
的

と
し
た
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

5 美 ら 島 沖 縄 2025.3
募
集

貸与奨学生（高校・大学等）貸与奨学生（高校・大学等）
令和７年度募集要項はこちらから▶▶▶
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戦
後
、
銀
行
や
保
険
な
ど
の
金
融

機
関
が
誕
生
し
、
沖
縄
の
復
興
が
始

ま
り
ま
し
た
。
銀
行
は
資
金
の
流
れ

を
円
滑
に
し
、
信
用
価
値
を
高
め
る

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
経
済
活
動
の

再
開
に
不
可
欠
な
存
在
で
す
。
地
域

経
済
の
発
展
と
安
定
を
担
う
金
融
機

関
に
は
、
他
の
業
界
以
上
に
経
営
の

信
頼
性
や
透
明
性
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
1
9
6
0
年
代
に
一
部
の
金
融

機
関
で
不
正
が
発
覚
。
琉
球
政
府
金

融
検
査
部
は
一
斉
に
金
融
検
査
を
実

施
し
、
経
営
陣
の
刷
新
と
企
業
統
合

を
進
め
ま
し
た
。

　
沖
縄
の
本
土
復
帰
が
決
ま
る
と
、

沖
縄
の
銀
行
年
表

沖
縄
の
銀
行
年
表

産業の歴史をひもとく年代記

県民の暮らしに密接に関わる

さまざまな産業はどう始まった？

その変遷と展望を紹介します。

地
域
経
済
の
根
幹
を
な
す

金
融
業

松
田
通
信
ら
が
第
百
五
十
二
国
立
銀
行
を
設
立

1
8
8
0
年

琉
球
銀
行
設
立

1
9
4
8
年

沖
縄
銀
行
設
立

1
9
5
6
年

バ
ン
ク・オ
ブ・ア
メ
リ
カ
へ
銀
行
業
務
認
可

1
9
6
0
年

農
林
中
央
金
庫
那
覇
支
店
開
設

1
9
7
2
年

同
興
会
や
共
保
軒
が
合
同
し
、

沖
縄
銀
行
設
立（
※
現
在
の
沖
縄
銀
行
と
は
無
関
係
）

1
9
0
0
年

胡
差
商
工
信
用
協
同
組
合

（
現
在
の
コ
ザ
信
用
金
庫
）設
立

1
9
5
4
年

沖
縄
県
労
働
金
庫
設
立

1
9
6
6
年

バ
ン
ク・オ
ブ・ア
メ
リ
カ
、地
元
2
支
店
を

琉
球
銀
行
へ
譲
渡

1
9
7
8
年

日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン（
金
融
シ
ス
テ
ム
大
改
革
）開
始

1
9
9
6
年

名
護
市
が
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
に
指
定
さ
れ
る

2
0
1
4
年

鹿
児
島
銀
行
が
那
覇
支
店
を
開
設

2
0
1
5
年

琉
球
銀
行
内
部
の
琉
球
復
興
金
融
基
金
が
分
離・

独
立
し
、琉
球
開
発
金
融
公
社（
現
在
の
沖
縄
振
興

開
発
金
融
公
庫
）設
立

1
9
5
9
年

明
治

昭
和

沖
縄
相
互
銀
行
が
普
通
銀
行
に
転
換
し
、

沖
縄
海
邦
銀
行
と
な
る

1
9
8
9
年

名
護
市
が
金
融
業
務
特
別
地
区（
金
融
特
区
）に

指
定
さ
れ
る

2
0
0
2
年

イ
オ
ン
銀
行
が
沖
縄
県
内
へ
店
舗
開
設

2
0
1
5
年

平
成

監修・山内昌斗（専修大学経営学部教授）

ファイナンス＋テクノロジー「フィンテック」の行方
　2000年代前半より、電子マネー、キャッシュレス決済、仮想通貨、資産運用など、革新
的なサービスが次々と誕生するのと同時に、ファイナンス（金融）とテクノロジー（技術）を
組み合わせた造語「フィンテック」という言葉が使われ始めました。今後、ヘルスケア、環境・
エネルギー、エンターテインメント、農業など金融以外の分野との連携が進むことが期待
されています。金融の重要性はますます高まっており、地域経済発展の鍵を握っています。

1972年5月、琉球銀行本店にて復帰に伴う
通貨切り替え（那覇市歴史博物館提供）

おきなわフィナンシャルグループは銀行の枠を超えた事業として
離島振興ビジネスに取り組む（おきなわフィナンシャルグループ提供）

2017年度からスタートした革新的で競争力のあるスタートアップを
創出・育成するOKINAWA Startup Programは琉球銀行や沖縄タイムスを
はじめとする県内8社が共同で開催（OKINAWA Startup Program提供）

1880年、鹿児島出身の松田通信らにより、
沖縄では初となる国立銀行が設立されま
した。その名は第百五十二国立銀行。国
立銀行とは国立銀行条例に基づいて設立
された民間銀行です。ちなみに、日本初
の国立銀行は1873年に渋沢栄一が設立
した第一国立銀行です。

沖縄初の国立銀行
第百五十二国立銀行

1972年の本土復帰時に、沖縄の法定通
貨はドルから円に切り替わりました。そ
れまでも沖縄では、本土復帰までの27年
間に、7度の通貨変更を経験しています。
B円、ドル、日本円など、短期間にこれ
だけの通貨変更を経験した地域は世界的
にも珍しく、当時の経済的混乱の様子が
うかがえます。

戦後沖縄の混乱状況を物語る
通貨交換

名護市は、2002年施行の沖縄振興特別
措置法において、国内唯一（当時）の金
融業務特別地区（金融特区）に、さらに
2014年4月10日に経済金融活性化特別
地区（経済金融活性化特区）に指定されま
した。経済金融活性化特区は、対象産業
を金融産業から多様な産業へと拡げ、沖
縄の地理的優位性、自然環境の特性を生
かした新たな産業集積地を生み出すこと
で、沖縄の経済金融の活性化を図ること
を目的としています。

地域経済活性化の
可能性秘めた名護市経済
金融活性化特別地区

復帰時の通貨交換風景
（那覇市歴史博物館提供）

1880（明治13）年に第百五十二国立銀行が
発行した1円紙幣（那覇市歴史博物館提供）12
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金
融
機
関
は
急
激
な
変
化
へ
の
対
応

に
追
わ
れ
ま
し
た
。
ド
ル
か
ら
円
へ

の
通
貨
交
換
で
は
、
政
府
の
差
額
補

償
を
狙
う
投
機
的
な
ド
ル
の
流
入
を

防
ぐ
た
め
に
秘
密
裏
に
計
画
が
進
め

ら
れ
、
県
内
金
融
機
関
は
そ
の
最
前

線
に
立
っ
て
交
換
業
務
に
あ
た
り
ま

し
た
。
琉
球
政
府
時
代
と
は
異
な
る

本
土
法
へ
の
対
応
、
本
土
経
済
と
の

一
体
化
な
ど
、
経
営
環
境
が
大
き
く

変
わ
る
中
、
企
業
や
県
民
の
資
産
を

守
る
た
め
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
が
訪

れ
ま
し
た
が
、
１
９
９
６
年
の
日
本

版
ビ
ッ
グ
バ
ン
は
大
き
な
変
革
の
波

と
な
り
ま
し
た
。
小
売
業
や
通
信
業

な
ど
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

ほ
か
、
実
店
舗
を
持
た
な
い
ネ
ッ
ト

銀
行
も
出
現
。
既
存
の
金
融
機
関
と

は
異
な
る
知
見
や
技
術
を
持
つ
競
合

企
業
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動

き
に
伴
い
、
県
内
金
融
機
関
は
自
社

が
持
つ
金
融
や
経
営
に
関
す
る
知
識

を
生
か
し
、
地
域
総
合
商
社
の
設
立

や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
な
ど
に
乗

り
出
し
ま
す
。
地
域
に
経
済
的
・
社

会
的
・
文
化
的
価
値
を
も
た
ら
す
事

業
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
経
済

を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
導
く
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

通貨の個人保有確認作
業（ドル差損補償）

琉球銀行を視察する屋
良朝苗行政主席

（1971年）（沖縄県公
文書館所蔵）

爆撃で瓦礫と化した町の中で新たにコンクリートの建物で
開業準備をする琉球銀行（1948年撮影 沖縄県公文書館所蔵）
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戦
後
、
銀
行
や
保
険
な
ど
の
金
融

機
関
が
誕
生
し
、
沖
縄
の
復
興
が
始

ま
り
ま
し
た
。
銀
行
は
資
金
の
流
れ

を
円
滑
に
し
、
信
用
価
値
を
高
め
る

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
経
済
活
動
の

再
開
に
不
可
欠
な
存
在
で
す
。
地
域

経
済
の
発
展
と
安
定
を
担
う
金
融
機

関
に
は
、
他
の
業
界
以
上
に
経
営
の

信
頼
性
や
透
明
性
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
1
9
6
0
年
代
に
一
部
の
金
融

機
関
で
不
正
が
発
覚
。
琉
球
政
府
金

融
検
査
部
は
一
斉
に
金
融
検
査
を
実

施
し
、
経
営
陣
の
刷
新
と
企
業
統
合

を
進
め
ま
し
た
。

　
沖
縄
の
本
土
復
帰
が
決
ま
る
と
、

沖
縄
の
銀
行
年
表

沖
縄
の
銀
行
年
表

産業の歴史をひもとく年代記

県民の暮らしに密接に関わる

さまざまな産業はどう始まった？

その変遷と展望を紹介します。

地
域
経
済
の
根
幹
を
な
す

金
融
業

松
田
通
信
ら
が
第
百
五
十
二
国
立
銀
行
を
設
立

1
8
8
0
年

琉
球
銀
行
設
立

1
9
4
8
年

沖
縄
銀
行
設
立

1
9
5
6
年

バ
ン
ク・オ
ブ・ア
メ
リ
カ
へ
銀
行
業
務
認
可

1
9
6
0
年

農
林
中
央
金
庫
那
覇
支
店
開
設

1
9
7
2
年

同
興
会
や
共
保
軒
が
合
同
し
、

沖
縄
銀
行
設
立（
※
現
在
の
沖
縄
銀
行
と
は
無
関
係
）

1
9
0
0
年

胡
差
商
工
信
用
協
同
組
合

（
現
在
の
コ
ザ
信
用
金
庫
）設
立

1
9
5
4
年

沖
縄
県
労
働
金
庫
設
立

1
9
6
6
年

バ
ン
ク・オ
ブ・ア
メ
リ
カ
、地
元
2
支
店
を

琉
球
銀
行
へ
譲
渡

1
9
7
8
年

日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン（
金
融
シ
ス
テ
ム
大
改
革
）開
始

1
9
9
6
年

名
護
市
が
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
に
指
定
さ
れ
る

2
0
1
4
年

鹿
児
島
銀
行
が
那
覇
支
店
を
開
設

2
0
1
5
年

琉
球
銀
行
内
部
の
琉
球
復
興
金
融
基
金
が
分
離・

独
立
し
、琉
球
開
発
金
融
公
社（
現
在
の
沖
縄
振
興

開
発
金
融
公
庫
）設
立

1
9
5
9
年

明
治

昭
和

沖
縄
相
互
銀
行
が
普
通
銀
行
に
転
換
し
、

沖
縄
海
邦
銀
行
と
な
る

1
9
8
9
年

名
護
市
が
金
融
業
務
特
別
地
区（
金
融
特
区
）に

指
定
さ
れ
る

2
0
0
2
年

イ
オ
ン
銀
行
が
沖
縄
県
内
へ
店
舗
開
設

2
0
1
5
年

平
成

監修・山内昌斗（専修大学経営学部教授）

ファイナンス＋テクノロジー「フィンテック」の行方
　2000年代前半より、電子マネー、キャッシュレス決済、仮想通貨、資産運用など、革新
的なサービスが次々と誕生するのと同時に、ファイナンス（金融）とテクノロジー（技術）を
組み合わせた造語「フィンテック」という言葉が使われ始めました。今後、ヘルスケア、環境・
エネルギー、エンターテインメント、農業など金融以外の分野との連携が進むことが期待
されています。金融の重要性はますます高まっており、地域経済発展の鍵を握っています。

1972年5月、琉球銀行本店にて復帰に伴う
通貨切り替え（那覇市歴史博物館提供）

おきなわフィナンシャルグループは銀行の枠を超えた事業として
離島振興ビジネスに取り組む（おきなわフィナンシャルグループ提供）

2017年度からスタートした革新的で競争力のあるスタートアップを
創出・育成するOKINAWA Startup Programは琉球銀行や沖縄タイムスを
はじめとする県内8社が共同で開催（OKINAWA Startup Program提供）

1880年、鹿児島出身の松田通信らにより、
沖縄では初となる国立銀行が設立されま
した。その名は第百五十二国立銀行。国
立銀行とは国立銀行条例に基づいて設立
された民間銀行です。ちなみに、日本初
の国立銀行は1873年に渋沢栄一が設立
した第一国立銀行です。

沖縄初の国立銀行
第百五十二国立銀行

1972年の本土復帰時に、沖縄の法定通
貨はドルから円に切り替わりました。そ
れまでも沖縄では、本土復帰までの27年
間に、7度の通貨変更を経験しています。
B円、ドル、日本円など、短期間にこれ
だけの通貨変更を経験した地域は世界的
にも珍しく、当時の経済的混乱の様子が
うかがえます。

戦後沖縄の混乱状況を物語る
通貨交換

名護市は、2002年施行の沖縄振興特別
措置法において、国内唯一（当時）の金
融業務特別地区（金融特区）に、さらに
2014年4月10日に経済金融活性化特別
地区（経済金融活性化特区）に指定されま
した。経済金融活性化特区は、対象産業
を金融産業から多様な産業へと拡げ、沖
縄の地理的優位性、自然環境の特性を生
かした新たな産業集積地を生み出すこと
で、沖縄の経済金融の活性化を図ること
を目的としています。

地域経済活性化の
可能性秘めた名護市経済
金融活性化特別地区

復帰時の通貨交換風景
（那覇市歴史博物館提供）

1880（明治13）年に第百五十二国立銀行が
発行した1円紙幣（那覇市歴史博物館提供）12
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融
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追
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狙
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を
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融
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な
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環
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融
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融
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県の動き

県の動き

◆「まなびネットおきなわ」とは？
「新しいことに挑戦してみたい！」「趣味をもっと深めたい！」そんなあなたに
オススメなのが、沖縄県生涯学習情報提供システム「まなびネットおきなわ」で
す。このサイトでは、県内の生涯学習施設や教育機関、地域のサークル活動、さ
らには民間の講座やイベント情報まで、幅広い学びのチャンスを手軽に検索でき
ます。

◆どんな情報が載っているの？
例えば、趣味の教室やキャリアアップに役立つ講座や家族みんなで楽しめる体

験イベントなど、あなたのライフスタイルにぴったりの情報がきっと見つかりま
す。スマートフォンやパソコンを使って、いつでも簡単にアクセスできます。

◆まずは見てみよう！
自分のペースで学びを楽しむことで、新しい

仲間との出会いや日々の暮らしが、より充実す
るかもしれません。まずは「まなびネットおき
なわ」をチェックして、あなたにぴったりの学
びの一歩を探してみましょう。 

◆おきなわ津梁ネットワークとは？
おきなわ津梁ネットワークは、医療機関が特定健康診

断結果、受診時の検査結果や処方情報などの医療情報を
共有することで、効果的な医療を県民に提供することを
目的とした医療情報ネットワークです。
医療機関で情報を共有するためには、県民の皆さまの

参加登録が必要となりますので、ぜひ登録ください！

◆医療機関が医療情報を確認できることで…
▶ 重複した検査を避けることができます。
▶  過去の受診歴をもとに適切な医療を受け
ることができます。

◆おきなわ津梁ネットワークへの参加方法
▶  参加同意書に日付・氏名・生年月日を記入してください。
▶   通院歴のある施設の医療情報の集約を希望する場合
は、施設名を記入してください。（任意）

▶  記入後は、参加医療施設へ提出してください。
※ 参加同意書は、参加医療機関の受け付けや、「おきなわ津梁
ネットワーク」ホームページから取得できます。

問い合わせ    県教育庁生涯学習振興課（生涯学習推進センター）　電話：098-864-0474  FAX：098-864-0476

問い合わせ   　医療政策課　電話：098-866-2111　FAX：098-866-2714

おきなわ津梁ネットワークに参加しよう！

みんなで広げる学びの輪！「まなびネットおきなわ」
～生涯学習の情報がひと目でわかる便利なサイト～

QRコードからも
簡単にアクセスできます

https://www.lll-okinawa.info/

おきなわ津梁
ネットワークHP 参加施設一覧

技術系のもう一つのフィールド「農業土木」
前回は道路・水道などの整備に携わる「土木職」を
紹介しましたが、今回は農業・漁業を支えるもう一つ
の技術系職種、「農業土木職」についてご紹介します。

「農業土木」の仕事

農林水産部
北部農林水産振興センター
農業水産整備課

山 田  琢 巳 さん
[採用８年目]（平成28年採用）

仕事の内容について 

今の部署では、県内の漁港・漁場の整備を担当し
ています。漁業関係者と調整を重ねながら、漁港を
整備する工事を発注するなど、漁港や漁村のより良
い環境を作っていくのが仕事です。
2021年、海底火山の噴火で大量の軽石が漁港に
漂着し、漁ができないという過去に例のない事態が
発生しました。軽石を取
り除いて漁港を復旧させ
るのは大変な業務でした
が、迅速に対応したこと
で地元の漁業関係者の

方々から感謝の言葉をいただけて、今後のモチベー
ションにもつながるやりがいのある仕事でした。

「海底火山の軽石」… 想定外の業務ですよね。農林土
木職の業務は他にもサトウキビ、野菜、花などの畑や
農道、スプリンクラーの整備などを通じて作物の生産
性を高め、農村地域の生活環境を整備しています。

県民の生活を支える「沖縄県」の仕事
前回と今回の２回に分けて技術系職種を紹介しました
が、あくまでもほんの一例です。さまざまな分野でいろ
いろな職種の県職員が、県民の皆さんの生活を支える仕
事を行っています。「スケールの大きな仕事で地域に貢
献したい！」という想いがあれば、その担い手の一人と
して、県の仕事に興味を持っていただけたら嬉しいです。

問い合わせ   　県人事委員会事務局総務課　電話：098-866-2545　FAX：098-866-2541

技術系職種の紹介②
（農業土木編）

連
載
シ
リ
ー
ズ

県職員の人材確保

県職員の人材確保

県職員の人材確保

県人事委員会ホームページ

４月号は、
採用試験の紹介です。
お楽しみに!
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